
宮
木
区
区
長

丸
山

克
彦

住
み
や
す
い
宮
木
区
に
！

令
和
７
年
度
、
宮
木
区
区
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
東
町
三
丁
目
の
丸

山
克
彦
で
す
。
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
楽
し
く
住
み
や
す
い
宮

木
区
に
す
る
た
め
に
精
一
杯
努
め
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
も
副
区
長
に
丸
茂
豊
氏
、

会
計
に
守
屋
英
彦
氏
と
経
験
豊
富
な

お
二
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
木
区
副
区
長

丸
茂

豊

「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

こ
の
度
、
令
和
７
年
度
の
宮
木
区

副
区
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
東

町
二
丁
目
の
丸
茂
豊
で
す
。

何
分
に
も
未
経
験
で
分
か
ら
な
い

事
ば
か
り
で
あ
り
、
辰
野
町
の
中
核

と
も
い
え
る
宮
木
区
の
大
き
な
組
織

を
見
ま
す
と
不
安
を
禁
じ
得
ま
せ
ん

が
、
丸
山
区
長
の
ご
指
導
の
下
、
守

屋
会
計
と
と
も
に
区
長
の
補
佐
を
行

い
、
各
種
役
員
会
・
委
員
会
、
各
種

団
体
な
ど
と
の
調
整
連
絡
、
町
・
区

か
ら
の
区
民
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ

な
ど
を
迅
速
に
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
速
さ
の
内
に
も
報
・
連
・
相
を

綿
密
に
実
施
し
情
報
を
共
有
す
る
中
、

必
要
な
対
応
を
丁
寧
に
行
い
、
皆
様

の
生
活
の
安
全
、
安
心
の
一
助
に
、

ポ
パ
イ
の
よ
う
な
剛
力
は
出
な
い
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

宮
木
区
会
計

守
屋

英
彦

皆
様
の
大
切
な
区
費
を
有
効
的
に

こ
の
度
、
令
和
７
年
度
の
宮
木
区

会
計
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
北
湯
舟

の
守
屋
英
彦
で
す
。

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
何
分

に
も
経
験
の
な
い
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
で
あ
り
、
辰
野
町
の
中
で
一
番

大
き
な
宮
木
区
の
財
政
を
見
ま
す
と
、

大
き
な
責
務
の
重
大
さ
を
感
じ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

丸
山
区
長
、
丸
茂
副
区
長
の
ご
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
会
計
業
務
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
務
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
納
め
い

た
だ
い
た
大
切
な
区
費
を
区
民
の
み

な
さ
ま
の
役
に
立
つ
よ
う
有
効
的
に
、

ま
た
区
の
将
来
に
役
立
つ
よ
う
考
え

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
区
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

土
木
委
員
長小

松

千
明

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
創
り
を

今
年
度
、
宮
木
区
土
木
委
員
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
、
元
町
の
小
松

千
明
で
す
。
今
ま
で
に
も
区
民
の
皆

様
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
微
力
な

が
ら
宮
木
区
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
様
、
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
宮
木
区
に
お
い
て
は
大
き
な

災
害
も
な
く
幸
い
で
し
た
が
、
他
の

地
域
に
お
い
て
は
地
震
や
豪
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
が
あ
り
、
甚
大
な
被
害

が
出
て
お
り
、
改
め
て
災
害
の
怖
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
為
に
何
が
必
要

か
を
区
民
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
、

行
動
し
区
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
創
り
を
目
指
し
、
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
支

援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。衛

生
委
員
長

竹
入

良
和

気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
宮
木
に

こ
の
た
び
、
令
和
７
年
度
の
宮

木
区
衛
生
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
南
町
の
竹
入
良
和
と
申
し
ま
す
。

初
め
て
の
こ
と
で
不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
衛
生
環
境
の
た
め
、
微

力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

衛
生
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の
健
康
や
暮
ら
し
の
快
適
さ
に

つ
な
が
り
ま
す
。
日
々
の
ご
み
の
分

別
や
清
掃
活
動
、
衛
生
意
識
を
高
め

る
取
り
組
み
を
進
め
、
皆
が
気
持
ち

よ
く
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
出
来

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
一
人
で
は
で
き
る
こ

と
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
協
力
し

合
っ
て
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

神
社
委
員
長

山
本

富
雄

十
九
名
の
神
社
委
員

と
と
も
に

今
年
度
、
宮
木
諏
訪
神
社
委

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
中

央
高
畑
の
山
本
富
雄
で
す
。

何
分
に
も
未
経
験
の
こ
と

で
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
副
委
員

長
・
会
計
と
町
内
選
出
十
九

名
の
神
社
委
員
と
と
も
に
祭

事
、
境
内
管
理
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
神
社

委
員
の
後
継
者
不
足
、
物
価

高
騰
等
の
困
難
な
社
会
情
勢

で
す
が
、
宮
木
諏
訪
神
社
の

歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
次
代

に
つ
な
げ
る
た
め
に
微
力
な

が

ら

取

り

組

ん

で

参

り

た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、

今

年

は

御

柱

中

年

祭

も

予

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

区

民

の

皆

様

の

ご

支

援

と

ご

協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。
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同好会名 代表者 会員数 活動日 場所 会費 活動内容・アピール

宮木写真同好会 垣内　彰 11 隔月月例会 宮木公民館 2,000円/年
近影作品を持ち寄り鑑賞会を開催。宮木郵便局
パークホテル等で写真展示をしています。写真
に興味がある方の参加をお待ちしています。

ヨーガ同好会 大井田　佳子 10
毎週水曜日

（13：30～14：30）
宮木公民館 なし

大広間でストレッチヨーガを行っています。健康
維持にもなります。いっしょにヨーガしましょう。

宮木大正琴の会 西村　美恵子 7
毎月第1・第3火曜日
（13：00～15：00）

宮木公民館 なし
毎回一曲につき3回、5曲の合奏練習を行いま
す。大正琴に興味のある方、いっしょに演奏して
みませんか。

区誌を読む会 原　　尚 7
3月から11月の

毎月第2・第4火曜日
（13：30～15：00）

宮木公民館 500円/年
宮木区誌を輪読しています。毎年、文化祭にて
学習したことを発表しています。宮木の歴史に興
味がある方、参加をお待ちしています。

そば打ち同好会 赤羽　龍司 20
毎月第2土曜日
（18：00～20：00）

宮木公民館 4,000円/年
スポット参加も大歓迎です。そばを打って、いっ
しょに飲みませんか。

書道同好会 宮坂　千代 6
毎月第1・第3月曜日
（13：30～15：00）

宮木公民館 1,000円/月
滝川先生にご指導頂き、楽しく学んでいます。文
化祭に展示発表します。書道に興味のある方、
いっしょに学びませんか。

喜楽倶楽部 長島　功 8 随時 ライブハウス なし
歌声喫茶に参加しませんか？
昭和の懐かしい歌、童謡、唱歌をみんなで、楽し
く歌いましょう。

健康マージャン同好会 佐藤　高彦 20

毎月第1・第3月曜日
（13：00～16：00）

冬季間（12月から3月）は
毎週月曜日

宮木公民館 1,000円/年
賭けない・飲まない・吸わないをモットーに楽しん
でいます。麻雀好きのあなた、ゲームではなく、
本物の麻雀パイで一緒に楽しみませんか。

宮木ゴルフ同好会 川上　明 68 春と秋にコンペを開催
ゴルフ場＆
宮木公民館

プレー代+
懇親会費
2～3,000円

コンペ後の交流会は宮木公民館で行い、親睦を
深めています。ゴルフ大好きなあなた、気軽にご
参加ください。

ジョギング研究会
ルッチラ

井上　武明 14
毎週土曜日、日曜日
（7：00～　　　　　）

町内の
ロードコース

なし

近隣市町村におけるマラソン大会・駅伝大会へ
参加。町内駅伝へ向けての練習と大会へのサ
ポート。走ることが好きな方、いっしょに走りませ
んか。

短歌研究会
同人誌ほたる

井上　武明 12
毎週末：歌会
年4回研究会

LINE なし

スマホグループLINEでLINE歌会を開催。
いろいろな短歌会への投稿・参加。宮木文化祭
でも発表しています。短歌に興味のある方、参
加をお待ちしています。

※宮木区在住の方ならどなたでも入会できます。
参加申し込みは、右のQRコードから

※新しく同好会を設立したい方は、宮木公民館へご連絡ください
（電話：４１−２５７３）。又は、fukuland882022@gmail.comまで。

同好会紹介

(令和7年4月1日現在)

男　1,711人

女　1,861人

人口 3,572人

世帯 1,466戸

宮木の人口
(令和7年4月1日現在)

人口 3,552人

男 1,706人

女 1,846人

世帯 1,451戸
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宮木諏訪神社で、祈年祭が行われました。祈年祭（きねんさい）は、

五穀豊穣、国家の安泰、国家の繁栄を祈る祭事で、｢としごいのまつり｣

とも呼ばれています。春の祈年祭で豊作を祈り、秋の新穀感謝祭(しんこ

くかんしゃさい)では収穫を感謝する祭事となります。

ご来賓などが臨席する中、島田宮司による神事が執り行われました。

また神楽奉納や神前直会もあり最後に宮原区長・森下神社委員長の挨拶

がありました。

令和６年度の神社委員最後の祭事でしたが、２年目委員の皆さまにとっ

ては祈年祭が最後の仕事となりました。２年間たいへんお疲れ様でした。

今回から自分たちで「館報みやき」をつくることになりました。

新聞編集ソフトを購入し、電子メールで寄稿してもらいコピーして貼り付ければ簡単に

できると思ってましたが・・・・・大変でした。

グーグルドキュメント、グーグルフォト、グーグルフォームと新しいものにもチャレ

ンジしました。次号以降も同好会や神社委員の活動の様子も紹介したいと思います。

一年間よろしくお願いします。

編
集
後
記



副主事 小澤洋通 (中央) 主事 瀧川立也 (下町) 副分館長 浜達郎 (城前) 分館長 福島政俊 (中央)

ほかにいい人居るはずですが 遠く離れていても 今年は黒子に徹します。 宮木も「モルック元年」
 昨年度は副主事としてやってきま
したが、今年度は主事、未だ不安し
かありませんが、周りの仲間と助け
合いながら、区民の皆様と共に「明
るく、楽しく、元気よく」活動を進
めていきたいと思います。 実は
私、４月から長岡に赴任しておりま
す。平日はリモートで会議に参加
し、イベントのある時は週末帰って
きて主事の仕事をしています。
 些か頼りない主事ではあります
が、今年１年よろしくお願い致しま
す。

 まさか副主事という大役がくると
は思ってもいませんでした。増して
や、来年は主事。誰かほかに良い人
がいると思いますが、分館長が中央
から出ているので、分館長を少しで
も助けることができればと思ってい
ます。
 微力ですが、主事を助け、また、
一年かけて仕事を覚えていきます。
一生懸命がんばりますので、よろし
くお願いします。

 今年度は三ページにありますよう
に、球技大会に新競技「モルック」
を加え「スポーツ大会」に名前を変
えて開催します。モルックは小学生
から参加できます。また、文化芸能
祭は二日間開催とし、ステージ発表
も二日間行います。十一月には「モ
ルック大会宮木オープン」を企画し
ています。
 参加申し込み方法もQRコードでで
きるようにします。たくさんの方の
参加をお待ちしています。一年間よ
ろしくお願いします。

 改めてこの公民館活動は区民行事
の中でも大切な活動であると思って
います。そうした公民館ですが少し
ずつ様変わりをし、人口減少や少子
高齢化でさらにこの活動や内容を変
えていく時かと思います。その手始
めとしてモルック元年として分館長
が張り切っていますので、私はその
手助けを黒子に徹してやっていきた
いと思います。これからも皆様が楽
しく、気軽に交流できる機会や場を
出来るだけ多く作っていきたいと思
いますので、どうぞよろしくお願い
いたします

令和7年度 宮木分館メンバー 紹介  ~今どきの公民館活動を目指して〜

役名 氏名 町名 役名 氏名 町名 役名 氏名 町名

分館長 福島　政俊 中央 守屋　洋司 北湯舟

副分館長 浜　達郎 城前 伊藤　豊和 南湯舟

主事 瀧川　立也 下町 大村　克弥 南湯舟 小林　敬子 元町

副主事 小澤　洋通 中央 布野　秀男 元町 滝沢　文枝 横町

会計 赤羽　泰徳 南町 小松　百合子 横町 平田　憲一 桜ヶ丘

会計補佐 遠藤　貴志 泉水 今溝　三津江 桜ヶ丘 福島　仁志 東町１丁目

社会部長 新村　俊明 下町 堀内　志保 仲町 小泉　実成 東町３丁目

社会副部長 久保　亮 下町 宮原　正弘 泉水 千野　裕哉 南町

文化部長 安中　修 城前 武田　美千代 東町１丁目 根橋　昇 城前

文化副部長 丸山　剛史 泉水 島田　美知恵 東町２丁目 篠原　学 中央高畑

体育部長 米澤　祐司 仲町 吉川　陽子 東町３丁目

体育副部長 功刀　克憲 中央 赤羽　浩一 中央高畑

社文委員

体育委員

スポーツ
推進委員

宮田　祐輔 下町

青木　セリナ
マチコ

北湯舟
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事業名 日程 開始時間 内容（場所） 備考
マレットゴルフ（荒神山マレットゴルフ場）
ソフトボール（荒神山球場）
トリムバレーボール（荒神山町民体育館）

モルック（ほたるドーム）
今年度初開催。
小学生から参加OK。

ふるさと歴史探訪 2025/7/6(日) 9:30 講演（宮木公民館大広間）その後宮木区内へ
宮木の歴史を知ることができます。
今年は「昭和初期編」を予定しています。

納涼夏祭り 2025/8/9(土) 18:00
模擬店の出店：ポップコーン・ヨーヨー釣り・射的・スト
ラックアウト
 （西小あおぞら体育館）

景品のお菓子をたくさん用意しています。
家族みんなで参加ください。

文化芸能祭1日目 2025/10/25(土) 13:30

文化芸能祭2日目 2025/10/26(日) 9:00

モルック大会
宮木オープン

2025/11/9(日) 8:00 モルック（ほたるドーム）
小学生から参加OK。
公民館対抗戦も企画中。

しめ飾り講習会 2025/12/14(日) 9:00 しめ飾り作成（宮木公民館大広間） 参加料なし。材料費もいただきません。
自作のしめ飾りで新年を迎えては。

ホームページ作成 随 時

倒れた本数 計算方法
１本 倒れたスキットルに書かれている数字を得点に加算
複数 倒れたスキットルの本数をカウントし、得点に加算

館報161号発行

2026/3/1(日)
館報162号発行

公民館活動の行事予定・紹介 ・同好会紹介カードをHPへアップ

令和７年（2025年）度　公民館宮木分館事業計画

区民スポーツ大会
（旧球技大会）

2025/6/1(日) 8:00

館報みやき発行

2025/5/1(木)
館報160号発行

2025/10/1(水)

文化祭：幼稚園児から一般まで絵画等の展示、写真同好
会・書道同好会・区誌を読む会・短歌研究会の展示発表
芸能祭：喜楽倶楽部・辰高吹奏楽部などのステージ発表
（宮木公民館）

大好評のそば打ち同好会の十割蕎麦は日曜日
の予定です。
芸能祭の出演者を募集
しています。申し込み
は、右のQRコードから

 ・区三役、区委員長、公民館役員の就任挨拶・活動計画 ・同好会紹介 ・神社トピックス

 ・公民館活動の紹介：スポーツ大会、ふるさと歴史探訪、納涼夏祭り
 ・同好会インタビュー ・神社トピックス

右のQRコードから
申し込みできます。

 ・公民館活動紹介：文化芸能祭、モルック大会、しめ飾り講習会 ・同好会この1年 ・神社トピックス
 ・一年間を顧みて：区長・分館長

新競技「モルック」とは

球技大会に「モルック」が加わり、スポーツ大会に改名しました

「モルック」と呼ばれる木製の棒を投げ、「スキットル」というピンを倒します。
倒れたスキットルの本数、またはスキットルに書かれている数を加算していきます。
得点を稼ぎ続け、５０点ちょうどになったチームが勝利です。
もし仮に５０点を超えてしまうと、２５点に半減されゲームが続行されます。
また、３回ミスが続いてしまうと負けてしまいます。
一定回数以上投げ、どちらも５０点に満たない場合は得点の多いチームの勝利です。

点数の計算方法 点数の計算方法は、倒れたスキットルの本数
によって異なります。

倒れたスキットルは、倒れた場所に立て直します。

町内ごとのチームだけでなく、友だちチーム･区議会議員チームでもＯＫ。
一人で参加してもその場でチームをつくり参加できるようにします。

たくさんの方の参加をお待ちしています！！
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